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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・　本日15：30より中村瞳様の主治医・家族面談予定されています。

· 青仁会祭りの協力について

公休～当日の患者様の誘導

深夜明け～ＡＭの患者様誘導

準夜～ＰＭの患者様誘導

· 明日、第２回法人研修が17：30よりメモリアルホールにて行われます。５分前には集合して

ください。10/20（木）は第三回法人研修会ありますので勤務表ができ次第速やかに出欠の入力すること。

· 感染対策委員会より感染性医療廃棄物の指摘事項が庶務前に掲示されていますので各自確認して下さい。

改善策として、点滴ラインは鋭利な部分とそうでない部分に分ける。

　　　　　　　　　　汚染物は感染性医療廃棄物ボックス内に収めふたをする。

　　　　　　　　　　一般ゴミは廃棄物ボックスにいれない。（汚染された場合以外）

· 高田　多紀子様～本日、療養環境変更の為東Ａより西Ａユニットへ転棟されています。

　　　　　　　

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様（終日隔離）～昨日入浴時、脱力感ありスタッフ一部介助にて入浴される。衝動行為なく経過しているが、スタッフの声掛けに対し的外れな返答は続いている。脱力感あり仰臥位から立てないことが目立ち始めてきた。こまめな退室を試み、椅子に座ったり、ホールで過ごし、臥床傾向を改善を図っていく。その際は歩行の不安定、脱力感に伴う転倒や、衝動行為に注意していく。

　　　　　　　　　　　　　体重が減少してきているので身体的管理と精神状態の観察の２点が重要になってきている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　　　　　身体的観察として、食事や歩行状態（特に夜間の横になってから立ち上がる際）を重点にする。当然ながら、精神状態「神」に関する言動も念頭に対応していく。

＜要観察患者様について＞

· 高間木　八男様～昨日状態不安定の為西Ｂから東Ａへ転入となっています。

　　　　　　　　　　転棟後は興奮することなく落ち着いて過ごされています。

　　　　　　　　　　主病の統合失調症以外に、精神発達遅滞がある。病状の特徴として、ストレスに弱く、要求通りにいかないと、不機嫌さ、興奮することが考えられる。対応としては、上から押し付けるような言い方はせず、やわらかい対応で刺激を与えない関わりが必要です。

・　田中　秀昌様～昨日東Ｄ個室へ移動になっております。本日スタッフ見守りにてスムーズにレストランへ行かれ食事されています。最近は自らホールへ出てこられるも発語はない。環境が変わっても、日課に支障がないことは評価してください。但し、頑張っているとは言わないように注意してください。

＜Ｃユニットケースカンファ＞

・中野　英男様～9/28より気分変動あり突然高笑いしたり、泣き出す事ある。一週間が経過しているが、睡眠の不安定、中途覚醒し、床に横になり泳ぐまねをする奇異な行動も出現している。現在、向精神薬を減薬したばかりで、主治医からは様子観察との指示。気分の高揚に伴って、活動性が高まる半面、歩行の不安定ある為、歩行する際は転倒に注意してください。夜間、就床の拒否がある場合、静かで、スタッフの観察しやすい場所を提供する工夫が必要です。

・佐々木　悦子様～他患者様の残食を食べようとする事あり、スタッフ介入にて制止する事できている。表情は穏やかだが、頻回に食事やおやつの要求きかれるため、「食べ物に対する欲求が強く我慢できない」をケアプランに立案した。

・寺地　利代子様～東Ａユニットにいた時に比べ寝つきが良くなり休めている様子。

　　　　　　　　　まとまりのない話しかけあるも以前より落ち着かれている。状態の安定は評価してください。

・水梨　孝純様～自力歩行少なく、床を這っている。床に座った状態から立ち上がること困難な為、いったん椅子に座っていただき歩行していくように介助し工夫していく。　食事の摂取状態は時間を要するが良好である。













